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ソマリアにおける人間の安全保障確立に向けた日本の新支援策
ソマリア特別会合を機に、日本は新たな方向性でソマリア支援を推進

能力強化重視：若年層や脆弱者層の能力強化

ソマリア連邦政府への二国間直接支援の再開（ODAセミナー、本邦での研修実施等）

1. 基礎的社会
サービス回復

2. 公共の
治安維持能力の向上

3. 国内産業の

活性化

日本のソマリア貢献（最新の例） (5,540万米ドル,2013年3月決定)

治安維持能力の向上支援（1580万米ドル）
ソマリア警察支援：警察官6,000名の給与9ヶ月分を支援（530万ドル、UNDP経由）
内務省及びソマリア警察司令部の能力強化（指揮命令及び警察官管理改善など）（200万ドル、UNDP経由）
平和構築のための行政機関能力向上支援（ケニアPKO訓練センター）（150万ドル、UNDP経由）
爆発物・地雷処理支援（400万ドル、UNMAS経由）
国境管理能力向上支援（300万ドル、IOM経由）

基礎的社会サービス回復支援（3,960万米ドル）
保健、水衛生、教育、住居などの基礎的社会サービスの提供及び能力強化を通じた生活環境向上支援（3,860万ドル、
ICRC,UNHCR,UNICEF,IFRC,UNHABITAT,IOM経由）
太陽光発電システムの導入を通じたエネルギー供給向上支援（100万ドル、UNDP経由）


